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ア イギ ョク シ イタ ビの種 子 に関 す る研 究 』

〔ll〕 脂 質 お よび脂 肪酸組 成

津 坂 伸.幸

(H召和59年11月15日 受 理)
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緒 づ言

∵著者は前報1)'においてアイ.ギョクシ・イタビ種 子に存在す .る'ペクチ ソ物質を加工食品の素材1とし

て利用す る試みか らその基礎的 な性質について検討 し,得 られた知見を・報告 した。、:,;.'

一方
,種 子の成分組成の うえで脂質含量 も高い値を示 し特 徴ある成分 と考え られ る。

食品にとって1指質は栄養効果お よび加工技術の面で不可欠な成分であるが,他 方その酸化は食

品 の品質劣化の原因 ともな りと くに貯蔵,加 工,流 通に際 して留意 しなければな らない因子であ

る。種子か ら得 られたペ クチ ン物 質によるゲルの脂質含量は定量 し得ない量であ るが,`食 品素材

として種子の貯蔵に関連U'て 脂 質の化学的性質を明白かにす ること、も必要 であ り,・またペ クヂ ン
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抽出後の残渣を油糧として再利用す ることも考えられ,種 子中の脂質の分布およびその構成脂肪

酸を検索 し,考 察 し芹。1得ら1れだ結琴 を報Ei・srる。

材料および実験方法

材 料

台湾で生産された新鮮句τで王 ヨ、㌘シ,iタ ぐ吃果の種τを!恥1,実 幣 に供するまで50Cに 保

存 した。

顕微鏡標品の作成

前報1)と 同様に前処理 として カル ノア氏液に一夜浸漬 し,つ いて蒸溜水に数時間浸漬 した。 こ

の操作は種子の凍結に必須の条件 であ る。標品切片は凍結 ミクロ トー・ムを もちい種子を凍結 して

切片を作成 じ江。染色ぽ脂質染邑の浩法ピ し鴉暴っ,t,ざ迫頭lltを 染色液とした。

総脂質の抽出i

宣δich5)1己あ方法 にま り行 づだ。 種逮が固'ぐそのままでは脂質の収量が低いためあ らが じめ乳

鉢内で少量宛抽出に もちいた クti'tiホ ルム:)タ ノール漉液 く24i1,V/V)を 茄乏破砕後描 由を
ノ

行った。抽出は11、回あた り種子にたいして5倍 量の溶媒を加え㌣昼夜浸演 したのち炉過 し固形分

に再び同容の溶媒を加えて前回'と同様の操作を3回 行らたb一抽出液を集め減圧'ドで濃縮 した。得

られ妄疽脂肪を主ニデルで溶解し,飽 和塩化ヂドヅ;ン返ノ蒸溜水を加えて水洗じ水溶性物質を除

去した・弊 岬 鶴 熟 酬 酔 絢1旨煕 鞠

中性脂質 と複合脂質の分離

Rouser3)ら の方法に したがいカ ラム クロマ トグラフ ィーに よ り分離 した。 すなわ ちSilicagel

(Wako'gelC-200)を110。C,24時 間加熱,活 性化 したのち509を クロロホル ムに懸濁 しガラ

ス カラム(φ20×300mm)に 充損 した。

400mgの 試料 を精秤 し,カ ラムに注加後,約10倍 量の クロロホル ムを もちいて溶 出 し,溶 出

液 を中性脂質画分 と した。つづいて溶媒を メタノールに転換 し,溶 出された画分 を複合脂質画分

とした。

脂 肪 酸 の メチ ル エ ス テ ルの 調製

塩 酸 メタ ノール 法 ¶ お よびBF3ニ ソ タ ノ,一ル 法5)に よ り行 った 。

塩 酸 メ タ ノール 法:4.3mg:`の 試 料 を加 水分 解 用試験 管 に・ど り」1・LOfn'1の ベ シゼ ノを 加 え て溶 .
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解 し,5%塩 酸一メタ ノール溶液2.6mlを 加えた のち封管 し,湯 浴中(90・v100。C)で2時 間エ

ステル化を行 った。反応終 了後,ヘ キサンを もちいて抽出 し,抽 出液に4mlの2%KHCO・ 液

を加 えて愈化,ヘ キサ ン相 に無水硫酸 ナ トリウムを加 え脱水 し,濃 縮 して試料 と した。

BF一 メタノール法:試 料200mgを 反応フラスコに と り,0.5NKOHメ タノール溶液5ml

を加 え,湯 浴中で愈化を行ない,BF3-一 メタノール試薬7mlを 加え,2分 間反応 させたのちヘキ

サ ンで抽出 した。無水硫酸ナ トリウムで脱水後,濃 縮 して試料 とした。

脂 肪 酸 の分 析

日立163型 ガ ス ク ロマ トグ ラフ ィー一装 置 を使 用 し,φ0.3×200cmの ス テ ン レス カ ラムに15%

DEGS処 理,60～80meshCelite545を 充 填 し,カ ラム温度1800C,キ ャ リアー ガ ス(N2)の

流 速35ml/min,FIDに よ り検 出 した 。 同定 は標 準 品(K-108,K-103,ApPliedSci・Lab・

Ltd)に よ る保 持 時 間,定 量は 島津 ク ロマ トパ ックC-RlBに よ った 。

結果および考察

脂質含量 とその分布

種子に含まれ る脂質 は ソックス レ・一一〇cよるエーテル抽出物か ら粗脂肪 として13.3%の 値 が得 ら

れた。 この値は高尾 ら6)の 報告 した12～14%の 値 と一致す る。

種子におけ る脂質の分布を切片標品で観察 した顕微鏡写真を図1に 示 した。写真に見 られ るよ

Fig.1PhotomicrographofStratified'SpherosomeinFicecsAwkeotsangSeed
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うに脂質はスフエロゾLム が層状に重さな'った状態で種子の内部全体に並列 して存在 レ1種 皮の

内面に膜状た存在しているペクチソ物質に包まれるように分布 している、脂質層間の間隙は乾燥

によ6て 生じたものと考え られるel

脂質の化学的性質

表1に 種子 よ り抽出 した脂質の沃素価,ケ ン化価,酸 価 を示 した。高い沃素価を示 した ことか

ら比較 のために類似 した値を有す るアマニ油7),シ ソ油7)の 値 も合わせて示 した。沃素価 か らみ

るか ぎ りアイギ ョクシイタビ種子に存在す る脂質は乾性 油と考え られ る。

総脂質 のシ リヵヶル ヵデ」ミクい ～トグラフ1イーか らの 同収率は91%で あ ったが中性脂質は76.5

%,複 合脂質 ば14.5%で あ't>たぷ

/図21こ;中性 脂質両分お よび複合脂質 画分の ガス ク己マ トグラム;層また表2睦 それぞれ の画分を

構成す る脂肪 酸組成を示 した冶表か ら明 らかな ように アイ寧白 グ/オ タビ種子 より得 られた中性

脂質画分の構成脂肪酸のなかで リノレソ酸が全体 の58.6%を 占め,つ いで リノー一・一ル酸23.1%,・ オ

レイ ン酸10.5%と な り,こ の三種の不飽和脂肪酸で全体の92%を 構成 していた。飽和脂肪酸はパ

ル ミチ ン酸5.8%,ス テア リソ酸が1,6%と 低い値 を示 し,他 に定量値 は得 られなか ったが数種の

低級脂肪酸の存在を〒すピ 「クカi認や られ桓

また,複 合脂質画分の構成脂肪酸 も中性脂質画分 に似 た組成を}iU,,,1,リ ノ.レソ酸が5L、7%で 最

も多 く,リ ・一ル酸21・・%,'")1-・才ソ酸・0:9%窃 らだ,'欄 柵 肪酸嚇1凪 率蹟%と(酬

され・柑 願 の示 した92%・・vs及ばないMの 高噸 捌 淑 ξ じてい蚕,

類似 した化学的特性値を示すア泣ヒ油お よびシソ油につ.L9て表 中の数値 よ り算 出・した不 飽和1指

肪酸 の構成比率はそれ ぞれ90.4%,9L4%と な り化学的特性値 と同様 に不飽和脂肪酸の構成比率

の面で もアイギ ョクシイ タピ種子 の脂質に類似 している。 アマニ油,シ ソ油 ともに乾性 油と して

分類 され てお り,ア イギ ョクシイ タビ種子が含有す る脂質 も典型的な乾性油 といえる。 なお,ア

イギ ョクシイタ ビ種子の脂質にみ られた リノレソ酸 最は現在 までに報 告 された植物油脂 のなかで

シソ油につ ぐ値であった。

不飽和脂肪酸は牢気中の酸素あるいは植物 自体 の もつ リポキシゲナーゼに よ り酸化を受けやす

く,と くに リノレソ酸,リ ノール酸はその対象 とされてい る。そ の意味 でもアイギ ョクシイタビ

種子 の脂質 を構成す る リノレソ酸お よび リノール酸 の高い含量,不 飽和脂肪酸の高い構成比率は

食品素材 として種子 の貯蔵 面で考慮 しなければな らない因子 と考 え られ る。 と くに アイギ ョクシ

イタビ種子か ら得 られ るペ クチ ン物質の形成す るゲルは無味,無 臭を最大の特徴 とし,そ のこと

がゲル化材を必要 とす る各種加工食品の素材 に適合す る条件 とい える。 したが って脂質 の酸化に

由来す る酸敗臭,着 色は食品素材 としての価値を失 な うといえよ う。

しか しなが ら,市 販乾果は必ず しも採集 したばか りの新鮮な乾果ばか りではな く,前 年度 の乾
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果もあ りかつゲル化能を示 し,食 用に供されることから種子自体が脂質の酸化にたい してかな り

安定な機作をもつ ことも考えられる。顕微鏡写真に見 られ.るように厚い種皮層.と種皮表面全体を

被うような薄い膜状に存在するペクチソ物質がJl旨質の酸化にたいレて効果的な役割をはたしてい

るのか,あ るいは種子自体に抗酸化能を有する物質が存在するのかいまだ明らかにされ て い な

い。今後の検討課題に したい。

要 約

、ス イ ギ1ヨ グ シ、イ タ ビ種 子 は約13.30/の 粗 脂 肪 を 含み,脂 肪 は種 子 内部 に 層状 に分 布 し.rgい る。

脂 質 の化 学 的 特 性は1.V.:189.0,S.V.:130.9,A・V・:1・5を 示 した 総 脂 質 の76・4%を 声

め る中 性脂 質 ¢)脂肪 酸 組成 は リノ レ ン酸,リ ノFル 酸,辻 .レイ ン酸 がそ れ ぞれ58.623.1,.110.5

%で あ り不 飽 和 脂肪 酸 は 構 成脂 肪 酸 の92%で あ った。ま 桓 複合 脂 質 の脂 肪酸 緯 成 も同 様 の傾 向

を示.し た欲 、...

'ti
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